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予算常任委員会 

 

 平成２０年２月２１日午前９時から第１会議室で開かれた。 

 

１．出席委員 

    ◎木澤 正男     ○浦野 圭司      宮  和彦 

     伴  吉晴      嶋田 善行      木田 守彦 

     中川 議長 

 

２．理事者出席者 

    副  町  長  芳村  是    教 育 長  栗本 裕美 

    総 務 部 長  池田 善紀    総 務 課 長  清水 建也 

    企画財政課長  巻 昭男    税 務 課 長  山崎 善之 

住民生活部長  西本 喜一    福 祉 課 長  西川  肇 

    健康推進課長  植村 俊彦    環境対策課長  乾  善亮 

    都市建設部長  藤本 宗司    建設課長補佐  角井 敏文 

    都市整備課長  藤川 岳志    上下水道部長  谷口 裕司 

    上 水 道 課 長  植嶋 滋継    会 計 管 理 者  浦口  隆 

    教委総務課長  野﨑 一也 

 

３．会議の書記 

    議会事務局長         藤原 伸宏    同   係   長         峯川 敏明 

 

４．審査事項 

    別紙の通り 
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上下水道

部長 

 

 

 

 

開会（午前９時００分） 

署名委員  浦野委員、宮﨑委員 

 

 おはようございます。全委員出席されておりますので、ただいまよ

り、予算常任委員会を開会いたします。 

 それでは、本日の会議を開きます。 

 はじめに、町長が出張されておりますので、副町長の挨拶をお受け

いたします。 芳村副町長。 

      

 （ 副町長挨拶 ） 

 

 それでは、本委員会の会議録署名委員を私より指名いたします。 

 署名委員に、浦野委員、宮 委員のお二人を指名いたします。両委

員にはよろしくお願いいたします。 

 本日予定しております審査案件は、お手元に配布しておりますとお

りであります。 

初めに、１．各課報告事項を議題といたします。（１）町長専決処

分について承認を求めることについて（平成１９年度斑鳩町公共下水

道事業特別会計補正予算（第３号）について）は、既に町長専決処分

がされており、３月定例会において提案され、本会議初日に承認を求

められることになろうかと思いますが、当委員会として、あらかじめ

説明を受けておきたいと思います。 

それでは、理事者の報告を求めます。 谷口上下水道部長。 

 

それでは町長専決処分について承認を求めることについて（平成１

９年斑鳩町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）について）ご

説明を申し上げます。 

お手元の資料－１をご覧いただけますでしょうか。 

平成１９年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の締結につき

まして３月議会に上程し、審議をお願いする予定でございます管渠築



 - 3 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

造工事について、去る、２月１５日に郵便による制限付一般競争入札

を執行し、継続事業として取り組んでいく予定でありますその第１１

処理分区２工区－１工事につきまして、当初、現在、施工いたしてお

ります神南汚水幹線の上流部、塩田橋西詰から竜田川右岸堤防沿いに

大和川右岸堤防を昭和町自治会館までの路線を計画し進めておりまし

た。しかし、河川占用許可及び又私道敷き道路の承諾等の問題から計

画どおり施工できる見込みが無くなり改めて路線の選定を進めました

ところ今回、契約議案として提出いたしております竜田川右岸道路か

ら三室山東側道路を通る路線を選定することとなりました。 

そのようなことから、当該路線につきましては、土質等の施工条件

から設計工法の変更設計額及び工事期間の変更が生じることとなり、

路線の選定及び地元調整、設計積算に期間を要しましたことから当該

工事に係る予算であります継続費につきまして、平成２０年１月９日

付けで地方自治法第１７９条第１項の規定により町長専決処分をさせ

ていただいたもので、同条第３項の規定により議会に報告し承認を求

めるものでございます。 

内容といたしましては、資料１の３枚目になりますが、ページ数で

言いますと２ページをご覧いただけますでしょうか。一番最後のペー

ジでございます。 

年度の延長と事業費の変更及び年割額の変更をするものでございま

して、総額に３億１，０００万円を追加し、総額７億３，０００万円

に、年割額を平成１９年度１億８，６００万円、平成２０年度２億３，

４００万円、平成２１年度３億１，０００万円に予算補正の承認をお

願いするものでございます。 

以上、簡単ではございますが、町長専決処分について承認を求める

ことについて（平成１９年度斑鳩町公共下水道事業特別会計補正予算

（第３号）について）のご説明とさせていただきます。 

よろしくご審議いただけますようお願い申し上げます。以上です。 

 

報告が終わりましたので、質疑をお受けいたします。 
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ございませんか。 嶋田委員。 

 

 これ河川占用等で事業ができなくなったということで、これ事前に

はわからなかったわけですか。 

 

河川占用につきましては、事前に計画どおり進めておりました。し

かしながら、当初、単なる管渠の協議を進めていたところ、幹線管渠

として位置付けされることとなりましたことから、幹線管渠であれば

河川占用許可の対象にならないという結論をいただいたことによりま

してこういった計画変更をしたということでございます。 

 

 他にございませんでしょうか 

 

（な  し） 

 

 ないようでしたら、本件については、３月議会に提案されることと

思いますので、あらかじめ説明を受けたということで終わっておきま

す。 

次に、（２）地方公共団体の財政の健全化に関する法律について、

理事者の報告を求めます。 巻企画財政課長 

 

それでは、各課報告事項の（２）地方公共団体の財政の健全化に関

する法律につきまして、ご説明をさせていただきます。 

お手元に配布しております資料２をご覧いただけますでしょうか。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律が平成１９年６月に成立し、

財政指標の公表にかかる規定の施行が平成２０年度から、また財政健

全化計画策定義務等にかかる規定が平成２１年度から施行されること

となっております。 

この法律の目的は、「地方公共団体の財政の健全化に関する比率の

公表の制度を設け、当該比率に応じて地方公共団体が財政の早期健全
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化及び財政の再生ならびに公営企業の経営の健全化を図るための計画

を策定する制度を定めますとともに、当該計画の実施の促進を図るた

めの財政上の措置を講じることにより、地方公共団体の健全化に資す

ること」と定められております。 

資料２の１ページの健全段階のところをご覧いただけますでしょう

か。大きな特徴は、普通会計から地方公営企業及び外郭団体への財政

状況の監視対象を広げ、自治体の財政負担をフローだけでなく、スト

ックの財政指標も含めて評価しようとするものでございます。 

この法律は、その右側のところにも書いております通り「財政の早

期健全化」と「財政の再生」という２つの段階を判断する基準を設け

まして、いわゆる財政再建団体に陥る前に、自主的に財政再建に取り

組める枠組みが設定されております。具体的には、地方公共団体の財

政状況を「早期健全化段階」と、より状況が悪化致しました「再生段

階」の２段階で把握し、その判断をするために、「実質赤字比率」「連

結実質赤字比率」、「実質公債費比率」及び「将来負担比率」の４つ

の指標を示しておられるところでございます。 

恐れ入りますが４ページをご覧いただけますでしょうか。4ページの

表頭中ほどの国の基準のところをご覧いただけますでしょうか。１つ

目の指標である「実質赤字比率」につきましては、普通会計を対象と

した実質赤字の標準財政規模等に対する比率とされております。この

比率の基準につきましては、早期健全化基準が現行の地方債協議・許

可制度における許可制移行基準２．５％から１０％の数値と、財政再

生基準との中間の値をとり、市町村は財政規模に応じて１１．２５％

から１５％とされております。また、財政再生基準は、財政規律を確

保する上で事実上の規範として定着している現行再建法の起債制限の

基準を用い、市町村は２０％とされております。 

２つ目の指標である「連結実質赤字比率」につきましては、普通会

計に公営企業会計を加えた全会計を対象とした連結ベースでの実質赤

字の標準財政規模等に対する比率とされております。この比率の基準

につきましては、早期健全化基準が実質赤字比率の早期健全化基準に、
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公営企業等における経営健全化等を踏まえ５％を加算し、市町村につ

いては財政規模に応じて１６．２５％から２０％とされております。

また、財政再生基準は、同様の観点から、実質赤字比率の財政再生基

準に１０％加算し、市町村は３０％とされております。 

３つ目の指標である「実質公債費比率」につきましては、一般会計

等が負担します元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に対する

比率とされております。この比率の基準につきましては、早期健全化

基準については現行の地方債協議・許可制度において、一般単独事業

の許可が制限される基準とされている２５％とされております。また、

財政再生基準は、同様に公共事業等について許可が制限される基準と

されている３５％とされております。 

４つ目の指標である「将来負担比率」につきましては、一般会計等

が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率とされて

おります。この比率につきましては、実質公債費比率の早期健全化基

準に相当する将来負担額の水準と平均的な地方債の償還年数を勘案し、

市町村は３５０％とされております。 

これら判断基準は、平成２０年度決算から適用し、毎年度、健全化

判断比率を監査委員の審査に付した上で議会に報告すること。その上

で公表しなければならないと定められております。 

また、公営企業につきましても、毎年度、公営企業ごとに資金不足

比率を監査委員の審査に付した上で議会に報告し、公表することとな

っております。 

申し訳ございませんが、少しお戻りいただきまして、２ページ、３

ページの所をご覧いただけますでしょうか。これら４つの指標である

健全化判断比率のうちのいずれかが早期健全化基準以上になった場合

には、財政健全化計画を定めなければならず、さらには、「実質赤字

比率」「連結実質赤字比率」、「実質公債費比率」のいずれかが財政

再生基準以上になった場合には、財政再生計画を定めなければならな

いものとされております。 

これらの計画を策定する際には、議会の議決をいただき、住民に公
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表するとともに、その実施状況を毎年議会に報告し、公表しなければ

ならないと定められております。さらには、財政健全化のために改善

が必要と認められる事業の執行につきましては、外部監査を受けなけ

ればならないものと定められております。 

本町の状況についてでございますが恐れ入りますが、４ページにお

戻りいただけますでしょうか。平成１８年度決算による試算でご説明

させていただきますと、１つ目の指標である「実質赤字比率」につき

ましては、早期健全化基準であるマイナス１４．７１％に対しまして、

３．８９％となっております。２つ目の指標である「連結実質赤字比

率」につきましては、早期健全化基準であるマイナス１９．７１％に

対しまして、１．６２％となっております。３つ目の指標である「実

質公債費比率」につきましては、早期健全化基準である２５％に対し

まして、１５．２％となっております。 

なお、「将来負担比率」につきましては、その算定方法が、現時点

では具体的には示されておりませんことから、試算できておりません

ので、ご了承をお願いいたします。ただ、後年度交付税措置のある町

債などは除かれる方向で検討されていると聞いていることであります

ことから、早期健全化基準である３５０％を超えることはないものと

見込んでいるところでございます。 

以上簡単ではございますが、地方公共団体の財政の健全化に関する

法律についてのご説明とさせていただきます。 

よろしくお願いを申し上げます。 

 

 報告が終わりましたので、質疑をお受けいたします。 木田委員。 

 

この数値だけ見てたら斑鳩町はある程度健全化なってんのかなとい

う風には思いますねんけども。いつも当初予算では圧縮した予算が組

まれておってですね、そして年に２回３回とやっぱり補正予算が組ま

れていくというのは、それによって当初予算よりかなりやっぱり何億

ちゅうてオーバーしていくように思いますねんけども。その組み方、
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当初の組み方いうのはそういうなんかこう決まりとか基準があって組

んで、それから以後そういう補正を組んでいかないかんのかなという

ふうに思いますねんけど、なんかそういう規準があるんですか。 

 

当初予算の編成に関しましては、その時点で当該見込まれるものの

財政事情に対しまして予算を編成しているところでございます。また

補正予算の編成にあたりましては、制度の改正なり緊急に要した事務

事業における財政事情に対しまして補正を組ましていただいてるとこ

ろでございます。 

 

そしたらね、ここ３年ほどの間にですね、どのように補正予算が組

まれたかですね、総額でですね、当初予算と総額について比較しても

らいたい、教えていただきたいなと思います。まあ全体的にはなんで、

おおまかな数字で結構ですので。 

 

平成１９年度だけで申し上げますと、６千万程度の補正をやってお

る状況でございます。 

 

今、木田議員がおっしゃった３年間ぐらいの分を、また当初予算の

分と比較してですね、今また無理やったら。 

 

後ほど調べてまいりまして。後ほど申し訳ございませんけどもご説

明せさていただきます。 

 

当初予算やからどうしても町民に対してもでんな、こんだけ緊縮財

政をやっているというなにを見せてですな、そしてどうしてもまあ人

件費とかそんなんは致し方ないとしても、やっぱりこう事業に対して

必ずやっぱり２回３回と補正を組んでいかんならんというような状況

はですよ、やっぱりこう出てこないほうがええのとちゃうかなと。そ

ら一般の家庭でもそういうことは起こりうることやろうけどもそうい



 - 9 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画財政

課長 

 

 

 

 

木田委員 

 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

企画財政

課長 

うことのないように当初予算を見込むいうことはこれもうこういう役

場ちゅうんですか、こういう公共団体については不可能なんですかな。 

当初予算でだいたいそこにはまるぐらいのなんでいけるちゅうよう

な何は。まあさっき１９年度は６千万ぐらいや言うてはったけど。ま

あ６千万やったらわし少ないように思うねんけども。それぐらいで収

まっとったらええと思うねんけど。やっぱりそういうふうなんの当初

の数値に合うような数値は出されへんのかなと思いますねんけどね。 

 

木田委員さんのおっしゃいます通り、理想的には当初ですべての事

情を、見込まれる事情を勘案した中で編成することが大切だと考えて

いるところでございますけれども、ただ何分その年度中に生じます財

政事情もございますことから、このようなことになっているものと考

えております。 

 

それやったら後でよろしいわ。 

 

そうしましたらまた後日資料の方委員会に提出お願いします。 

ほかにございませんでしょうか。 

 

（な  し） 

 

 それでは続きまして、２．継続審査の（１）予算補正を必要とする

事務事業についてを議題といたします。３月定例会に提案を予定され

ております一般会計及び各特別会計にかかる補正予算について、あら

かじめ報告、説明をお受けしたいと思います。 

まず初めに、① 平成１９年度斑鳩町一般会計補正予算（第１１号）

について、理事者の報告を求めます。 巻企画財政課長。 

 

それでは、３月町議会定例会に付議予定の平成１９年度斑鳩町一般

会計補正予算（第１１号）につきましてご説明させていただきます。 
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お手元に配布しております資料３をご覧いただけますでしょうか。 

本補正予算の内容についてでございますが、表の一番下の、計欄の

右側をご覧いただけますでしょうか。本補正予算は、既定の歳入歳出

予算の総額から歳入歳出それぞれ２，１５５万円を減額し、歳入歳出

それぞれ９３億３，９４５万４千円とするものでございます。 

はじめに、歳入予算の補正についてであります。第１款町税では、

町民税個人で１，４９０万円、町民税法人で８１０万円、それぞれ減

額補正をお願いしている所でございます。その主な理由につきまして

は、個人では、均等割額については若干の増収が見込めるものの、退

職分離課税分が退職者数の減により減収することや総所得金額の所得

割額の減によるものでございます。また、税源移譲の影響により、普

通徴収の収納率が当初見込を若干下回る見込であることも影響してお

ります。法人につきましては、会社の廃業による均等割の減及び各企

業の法人税割額が減となることなどであります。次に、第１４款国庫

支出金では、民生費国庫負担金で、国民健康保険事業にかかる保険者

支援分繰出額の確定により、保険基盤安定負担金１８４万５千円の減

額補正をお願いしております。民生費国庫補助金では、平成２０年４

月から施行される後期高齢者医療制度の導入に伴って、保険料徴収の

激変緩和措置にかかる市町村電算システム改修経費について、財政措

置が行われることから、高齢者医療制度円滑導入事業費補助金３１５

万円の追加補正をお願いしております。また、土木費国庫補助金では、

まちづくり交付金事業にかかる交付額が決定したことから、まちづく

り交付金３，２７０万円の増額補正をお願いしております。次に、第

１５款県支出金では、民生費県負担金で、国民健康保険事業にかかる

保険者支援分繰出額、そして保険税軽減分繰出額の確定により、保険

基盤安定負担金８４６万２千円の減額補正をお願いしております。ま

た、総務費県委託金では、参議院議員選挙、知事選挙、県議会議員選

挙にかかる選挙執行経費委託金の決定により、参議院議員選挙費委託

金５６万７千円、知事選挙費委託金６５４万２千円、県議会議員選挙

費委託金２５３万円の減額補正をお願いしております。次に、第１６
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款財産収入では、財産運用収入で、土地開発基金用地において土地の

賃貸借があったことから、土地建物貸付収入９１万７千円の増額補正

をお願いしております。利子及び配当金では、各基金運用益の決算見

込額の確定により、５３４万６千円の増額補正をお願いしております。

また、財産売払収入では、王寺周辺広域土地開発公社解散に伴う残余

財産収入１９３万３千円の追加補正をお願いしております。次に、第

１７款寄附金では、福祉基金としてご寄附いただきました５万円の増

額補正をお願いしております。次に、第２１款町債では、まちづくり

交付金事業におきまして、交付金が増額となったことから、２，２７

０万円の減額補正をお願いしております。 

次に、裏へ移って頂きまして、歳出予算の補正についてでございま

す。 

はじめに、第１款議会費では、町議会議員選挙により、新任議員の

皆さまの議員期末手当の支給率が減となったこと、そして各委員会に

おける視察研修が終了し、その経費がおおむねまとまったことから、

４３１万円の減額補正をお願いしております。次に、第２款総務費で

は、一般管理費で、職員の退職に伴う退職予定者特別負担金３，３６

０万５千円の増額補正をお願いしております。財産管理費では、財政

調整基金等の各基金運用益の決算見込額確定による基金積立て、そし

て歳入のところで申し上げました王寺周辺広域土地開発公社解散に伴

う残余財産収入分を財政調整基金に積立てることから、７６０万３千

円の増額補正をお願いしております。次に、奈良県議会議員選挙費以

下の選挙関連費につきましては、それぞれ選挙執行経費が確定したこ

とから、奈良県議会議員選挙費２５２万５千円、斑鳩町議会議員選挙

費１１３万６千円、奈良県知事選挙費６５３万６千円、参議院議員選

挙費５５万５千円の減額補正をお願いしております。次に、第３款民

生費では、社会福祉総務費で、後期高齢者医療制度の設立に伴う激変

緩和措置に対応するため等の電算システム改修費にかかる繰出金の追

加、そして国保財政安定化支援事業にかかる繰出金の増により、６６

４万６千円の増額補正をお願いしております。また、福祉基金への寄
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附金の受入れに伴う基金積立金５万円の増額補正をお願いしておりま

す。老人福祉費では、歳入のところでも申し上げましたが、平成２０

年４月から施行される後期高齢者医療制度の導入に伴いまして、後期

高齢者医療制度で新たに保険料を負担することとなる者、被用者保険

の被扶養者の保険料につきましては、制度加入時から２年間の軽減措

置を講ずることとされておりましたが、さらに、平成２０年４月から

９月までは保険料徴収を凍結し、１０月から平成２１年３月までは被

保険者均等割額を９割軽減した額を徴収する保険料負担の激変緩和措

置が実施されます。このため、この措置に対応するための電算システ

ム改修費にかかる繰出金３１５万円の追加補正をお願いしております。

国民健康保険医療助成費では、国民健康保険事業にかかる保険者支援

分繰出金、そして保険税軽減分繰出金の確定により、国保保険基盤安

定繰出金１，３７４万３千円の減額補正をお願いしております。介護

保険事業繰出費では、平成１７年度の税制改正の影響により介護保険

料が大幅に上昇する方について、平成１８年及び平成１９年に講じた

保険料の激変緩和措置を、平成２０年度においても継続できる政令改

正が行われました。本町におきましても、この特例措置を講ずるため、

この措置に対応するため等の電算システム改修費にかかる繰出金１８

７万５千円の増額補正をお願いしております。次に、第７款土木費で

は、公共下水道費で、公共事業特別会計において、国庫補助金、下水

道負担金、下水道使用料などの特定財源が減収となる見込みから、公

共下水道事業特別会計繰出金１，３４５万５千円の増額補正をお願い

しております。次に、第９款教育費では、文化財保存費で、藤ノ木古

墳整備基金運用益見込額の確定により、基金積立金１２万６千円の増

額補正をお願いしております。次に、第１１款公債費では、利子で、

平成１９年度の定時償還にかかる利子額の確定により、１，２４２万

９千円の減額補正をお願いしております。次に、第１２款予備費では、

今回の補正に要します財源４，６８２万６千円を充当させていただく

補正をお願いしております。 

次に、繰越明許費補正では、衛生処理場周辺対策事業につきまして
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税務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

は、地元自治会より平成１９年度要望事項の一部において、地元協議

が整わないため、事業変更の要望書が提出されました。この事業変更

に伴って、年度内での執行が見込めないことから、次年度へ９６３万

９千円の繰越明許費の予算措置をお願いしております。また、道路新

設改良事業につきましては、用地交渉の難航により、一部の路線にお

いて、年度内での執行が見込めないことから、次年度へ９，０００万

円の繰越明許費の予算措置をお願いしております。 

最後に、地方債の補正についてでございますが、歳入のところで申

し上げましたとおり、まちづくり交付金事業におきまして、交付金が

増額となったことから、まちづくり事業にかかる限度額を１億７，７

５０万円に変更する予算措置をお願いしております。 

以上、簡単ではございますが、平成１９年度斑鳩町一般会計補正予

算（第１１号）につきましてのご説明とさせていただきます。 

よろしくお願いを申し上げます。 

 

 報告が終わりましたので、質疑をお受けいたします。伴委員。 

 

表面の歳入の１番の町税なんですが、これは具体的にどれ位の件数

が集まっていないのか、そしてまたどのような理由でなっているのか

分かる範囲でお願いしたいんですが。 

 

町税の減ということでございますが、まず減額お願いする理由でご

ざいますが、当初見込んでおりました一人あたりの所得金額が見積り

額を下まわった関係でその所得割が５２０万円減少しております。あ

るいは退職分離課税分が当初見積もっておりました退職者数を下回る

見込みでありますことから７００万円が減少しておるということでご

ざいます。そして更に税源移譲が１９年から実施されました関係で、

１９年所得がなくなった人が、あるいは自営業などの方で所得税の減

税効果が確定申告を待たなければ発生しないような方の納税環境は悪

くなっておるというような状況で、徴収率の低下にもつながっておる
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というようなこと等々がありまして収納率が落ち込んでおるというよ

うなところでございます。また人によっては住民税が倍になっておる

という方もおられますので、これはまあ低所得者層もそうなんですが、

そういった方が全納から分納にシフトしたというような関係もござい

まして出てきておるというような状況となっております。 

 

今ご説明のなかで増税になったため非常に滞納者が増えたというよ

うな、そういう風なことはないわけですか。 

 

滞納者は例年一定の規模で発生してまいるわけでございますが、全

体の所得税、住民税合わせた額はその比率が変わっただけで、全体を

見ますと増税となっておりませんので、それが原因で滞納者がいきな

り増えるというような状況ではないというふうに考えております。 

 

もう一つお聞きしたいんですけど。裏面の歳出の方の７番、土木費

の公共下水道への支援、この減収ということでご説明を聞きましたが、

これをもう少し詳しくご説明お願いしたいのですが。 

 

詳細につきましては、これは補正予算第４号で後ほど関連いたしま

すので、その時にご説明させていただきたいと思いますのでよろしく

お願いいたします。 

 当初、３５０件の接続を計画しておりましたけれども、現実に１３

０件減じた形で２２０件を設定しなおすということで、それがほぼ影

響しているということです。それと補助金、国庫補助金の割り当ての

変更ですね、そういうものも影響しているということです。当初より

２，０００万円減らしたということでお願いします。 

 

この今のお話で結局接続件数が予定より下回ったと。そのあたりな

ぜ、そのような形になったのか、ちょっとお願いできますか。 
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すいません、伴委員。また後ほど議案のところでご審議いただきた

いと思います。 

他にございませんでしょうか。 木田委員。 

 

 繰越明許費補正の所でですね、衛生費の中の清掃費の中で衛生処理

場周辺対策事業で９６３万９千円が繰越明許費にされておりましたけ

ど。この事業と場所とかそれについて教えていただきたいと思います。 

 

これの周辺対策事業でございますけれども、幸前自治会からの衛生

処理場の継続にかかります平成１９年度要望事項でございますけれど

も、幸前１丁目地内の農道整備工事ということで、この工事につきま

しては、現在地元自治会内で現在調整をしていただいているところで

ございますけれども、調整に時間を要するということで、これに対応

するために次年度への繰越明許の予算措置をお願いしたいということ

でございます。 

 

単純に考えてですね、この県支出金の選挙委託金ですか、その数値

とですね、総務の支出の分これ微妙に数値違うんですが、これ単純に

考えたら同じにならなおかしいん違うんかなと思うんですけども。 

 

県支出金３点ございます。奈良県議会議員選挙、奈良県知事選挙及

び参議院議員選挙でございますけども。この補正額が違うというご指

摘でございます。入で申し上げますとまず県議会議員で２５３万の補

正の減、対しまして歳出のほうでは２５２万５千円いうことで５千円

違うという事でございますが、これにつきましては補正金額と県委託

金の決定額およびその決定額を上回る支出を伴う必要があるというこ

とでご理解賜りたいと思います。もう少し具体的に申し上げますと例

えば県議会の委託金で申しますと、平成１９年度の委託金の確定額が

５４７万１３４円でございましたが、これを上回る経費を執行する必

要があることからこれは見込みでございますけども５４７万１千円支
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税務課長 

 

 

 

 

委員長 

出する必要がある。それを上回る必要があるということから歳出と歳

入の金額が若干差が出てくるといったことでご理解を賜りたいと思い

ます。 

 

他にございませんでしょうか。 

すいません。先ほど伴議員が質問していただいてました町民税のと

ころで課長の説明で一人あたりの金額と、主に全納から分納に変わっ

たというご説明いただいたんですけども、具体的な件数とかパーセン

テージとかで言うとどういうふうになるんでしょうか。 

 

全納から分納へのがどんだけ変わっておるかということにつきまし

ては数字は掴んでおりません。それと１人あたりの所得の関係なんで

すが、当初１人当たり３３６万３千円と見積もっておりました。とこ

ろがその後の調整額等々分析いたしますと一人あたりの所得金額が３

３４万５千円、１万８千円の減というような状況となっておることか

ら今回これらの影響を勘案致しまして減額補正をお願いするというも

のでございます。 

 

全体で何パーセント減ぐらいに。 

 

全体でですね、総所得でですか。 

 

ここに計上してもうてる分と当初予算比較して。 

 

当初ですね、個人の滞納均等割所得割分離分で言いますと当初見込

みの調定１５億６，６００万円で見込んでおりました。最終的には調

定額１５億５，４１０万円であると、マイナス、トータルで１、１９

０万円という状況であるということです。 

 

他にございませんか。 
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（な  し） 

 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 本件については、一定の審査を行ったということで終わっておきま

す。 

次に、② 平成１９年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第４号）についてを議題といたします。理事者の報告を求めます。   

植村健康推進課長。 

 

それでは、平成１９年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第４号）についてご説明申し上げます。 

今回の補正の主な内容は、国民健康保険の自己負担金、国民健康保

険税の激変緩和策に係るシステム改修、国保情報データシステムの更

新に係る経費の補正をお願いすることと、共同事業拠出金や保険基盤

安定繰入金等の金額の確定に伴います補正をお願いするものでござい

ます。それでは具体的な内容につきましては資料４の総括表に基づい

てご説明を申し上げます。 

まず下段の歳出からご説明申し上げます。 

歳出の第１款総務費、一般管理費でありますが、合計５５３万３千

円の増額をお願いするものです。そのうち、一般管理内部事務として

５４６万円、財政調整基金への積立として７万３千円をそれぞれ増額

するものでございます。この一般管理内部事務の内容でありますが、

まず、国民健康保険税等の激変緩和策に係るシステム変更料というこ

とでございます。その内容につきましては７０歳以上７５歳未満の、

平成２０年４月以降の国民健康保険の一部負担金（自己負担金）につ

いて、法律上は２割となっているものをこの平成２０年度に限り、１

割のままでいくという改正に対応するものでございます。また２点目

としましては国保世帯から７５歳以上の方が加入される後期高齢者医

療制度に移行する方があり、残った国保の世帯が単身世帯になった場
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合、５年間に限りまして、国保税の世帯別平等割額を２分の１に軽減

するものでございます。また３点目といたしましては国民健康保険の

軽減世帯につきまして、国保世帯から後期高齢者医療制度に移行する

者があり、世帯の被保険者数が減少したとしても、５年間に限りまし

て、従前の被保険者数と同様の軽減措置が受けられるという緩和策が

設けられるものでございます。 

これとは別に、国保情報データベースの機能強化に係るシステム変

更に伴います奈良県国民健康保険団体連合会への負担金がございます。

国保の補助金・負担金の申請、各種統計報告を作成するための情報デ

ータベースについて、制度改正や新しいコンピューターに対応するた

めの更新を計るための経費であります。財政調整基金積立の７万３千

円につきましては、同基金の利子を積み立てるものであります。 

第５款共同事業拠出金であります。高額医療費共同事業拠出金及び

保険財政共同安定化事業拠出金のそれぞれの確定に伴いまして、それ

ぞれ３８８万円の増額と、５３８万２千円の減額をお願いするもので

ございます。次に上段の歳入についてご説明を申し上げます。 

第２款の国庫支出金、高額医療費の共同事業負担金ということでご

ざいまして、先ほど歳出でご説明いたしました拠出金３８８万円の増

額に伴いまして国庫負担分としてその負担割合４分の１の９７万円の

受け入れの増額をお願いするものでございます。また第４款県支出金

の高額医療費共同事業負担分につきましても、同様の主旨でございま

して県負担割合、４分の１の９７万円の増額をお願いするものであり

ます。第５款共同事業交付金でありますが、歳出で保険財政共同安定

化事業拠出金５３８万２千円を減額したことにあわせまして同額の５

３８万２千円の減額を行うものでございます。第６款財産収入につき

ましては、財政調整基金の利子で、７万３千円の増額であります。第

７款繰入金、一般会計の繰入金でございます。一般会計繰入金合わせ

まして７０９万７千円の減額をお願いするものでございます。その内

容でございますが、まず１行目にあります保険基盤安定繰入金と３行

目にございます財政安定化支援事業繰入金につきましては、それぞれ
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の金額の確定によりまして、それぞれ、１，３７４万３千円の減額と

１１８万６千円の増額をお願いするものでございます。また、事務費

繰入金につきましては、歳出にございます一般管理内部事務５４６万

円に対します経費の繰入れの増額をするお願いするものでございます。

最後に諸収入、雑入でございますが、今ご説明いたしました歳入と歳

出の差額が１，４４９万７千円を雑入として、計上させていただくも

のでございます。 

以上で平成１９年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

４号）についての説明とさせていただきます｡ 

よろしくお願いいたします。 

 

 報告が終わりましたので、質疑をお受けいたします。 

 

（な  し） 

 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 本件については一定の審査を行ったということで終わっておきます。 

次に、③ 平成１９年度斑鳩町公共下水道事業特別会計補正予算（第

４号）についてを議題といたします。理事者の報告を求めます。 

谷口上下水道部長。 

 

それでは、平成１９年度斑鳩町公共下水道事業特別会計補正予算（第

４号）についてご説明させていただきます。 

お手元の資料５をご覧いただけますでしょうか。 

既定の歳入歳出予算から、それぞれ２，２７６万４千円を減額し、

歳入歳出の総額を１８億１，３３７万５千円とするものでございます。 

その主な内容といたしまして、まず、歳入につきましては、公共下

水道への接続件数の見込み数の減、これは予算設定の時に目標値とし

て３５０件を見込んでおりましたが、今回１３０件を減じ２２０件に

修正させていただくことにより第１款、分担金及び負担金で１，３０



 - 20 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０万円の減額と第２款、使用料及び手数料で、これは下水道使用料金

にあたります額でございますが、６２３万４千円の減額をお願いする

ものでございます。また第３款、国庫支出金では、国庫補助金の割当

額変更及び首都圏近郊整備地帯等事業補助率差額補助金により、差し

引き１，６１３万円の減額。第４款、繰入金では１，３４５万５千円

の増額となります。また、第６款、諸収入では、消費税還付金の額の

確定により８５万５千円の減額をお願いするものでございます。 

次に歳出でございます。第１款、公共下水道費では、施設管理費で

接続件数見込みの減から県に支払います汚水処理費にあたります流域

下水道維持管理負担金で２７６万４千円の減額。下水道新設改良費で

は、国庫補助金の割当額の変更により工事請負額で２，０００万円の

減額をお願いするものでございます。 

次に、継続費では、３月議会定例会において契約締結の議決をお願

いし、進めてまいる予定でございます第１１処理分区２工区－１工事

につきまして、総額及び年割額について入札執行に伴う確定額に変更

をお願いするものであります。 

資料中、継続費の補正後の欄につきまして、現在、額を空白にして

おりますが、これは、去る２月１５日に郵便による制限付一般競争入

札を執行しましたところ、最低応札者につきましては低入札調査基準

価格を下回っておりましたことから、現在、低入札価格調査を実施し

ているところでございます。 

調査の結果、仮契約が確定いたしましてから記入させていただきた

いと考えており、現段階で予定いたしております額（案）につきまし

ては口頭でご説明をさせていただきますのでよろしくお願いいたしま

す。 

まず、第１款 公共下水道費、第２項 下水道新設改良費、事業名 

公共下水道事業（第１１処理分区２工区－１）、補正前、総額７億３

千万円、年割額について、平成１９年度１億８，６００万円、平成２

０年度２億３，４００万円、平成２１年度３億１，０００万円。次に

補正後でございます。総額５億９００万円、年割額について、平成１
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９年度１億２，７００万円、平成２０年度１億６，３００万円、平成

２１年度２億１，９００万円を予定いたしております。 

最後に、繰越明許費でございます。これにつきましては、公共下水

道費の汚水処理施設交付金事業の執行に伴う残額から、平成２０年度

に整備を予定しております興留１丁目地区と服部１丁目地区の面整備

の一部を先行して、年度内に発注を予定しておりますことから工事請

負費で繰越明許をお願いするものででございます。第１款 公共下水

道費、第２項 下水道新設改良費、事業名、公共下水道事業（第１３

処理分区１４工区－７・１１工区－６）、金額１億円を予定いたして

おります。 

以上、簡単ではございますが、３月議会定例会に提出を予定いたし

ております平成１９年度斑鳩町公共下水道事業特別会計補正予算（第

４号）についてのご説明とさせてきいただきます。 

よろしくご審議いただきますようお願いいたします。 

 

 報告が終わりましたので、質疑をお受けいたします。 木田委員。 

 

 負担金の減額ということで１３００万円補正となっているが、議員

さんの中で負担金を０にするということを流されたことが影響してい

るのかと思えるけれど。当初３５０件予定してはったのが、それだけ

１３０件減った言うてはったけれど。そういう事の無いように何かこ

う方法というのですか、何か対策とかは町で考えておられるのかね。

やっぱり、これは供用してもらえなければ、どうしても予算を組まれ

ていても減額とかいう影響を受けてくると思いますけれど。それに対

する町の考え方、対策というのはとういう風に考えておられるのか教

えていただきたいと思います。 

 

 これは申し訳ございません。予算設定の段階で３５０件という少し

高い目の目標設定をしたのが影響したのが、これが一番原因している

と思います。ただし、現段階、今おっしゃっていただきましたような
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ある方の活動によりまして、接続件数が少なくなったという感覚は持

っておりません。現に、今年度約２２０件の接続をいただいておりま

す。そういったことで実際、平成１７年、平成１８年につきましては、

６５５件、６１７件というような非常に高率な、高い接続をいただい

ておるわけでございますが。この年度につきましては、主に集中浄化

槽エリアの団地の接続が多かったということでご理解いただきたいと

思います。今後、それらに対する啓発の問題等につきましてでござい

ますけれど、我々につきまして、例えば今年度、去年の秋くらいから、

各汲み取りのご家庭について、１２０件ほどございますけれど、各戸

別訪問させていただきまして、いわゆる、接続の説明若しくは接続さ

れていない事情とかを確認させていただいて、１件ずつ訪問のお願い

ですね、そういった啓発を続けておりました。結果、汲み取りトイレ

につきまして１月までには２件を接続をしていただいたというデータ

ーもあります。そして、今後につきましても、同じような体制で啓発

を進めていきたいと思います。そして、同時に啓発、広報とかチラシ、

パンフレット等におきましても、従来以上に啓発活動を進めてまいり

たいと考えておりまして、なお一層、今年度におきましてもまだ、１

ヶ月半ほど残っておりますけれど、接続していただけるよう努力して

いきたい。若しくは次年度以降におきましても更に努力していきたい

と考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

 

 そうしたらね、何も影響が無かったらですね、業者からああいう何

は出てこないと思いいますねけどね、私は。だから、業者からそうい

うことが出てくるということは、何らかの影響を受けておられるとい

う風に私はそう思いますねけれど。理事者側がそないして影響を受け

ておられないということは、あの業者から出てきたのは何かと。私は

これが見込み違いでなかったのかと思うのですけれど。やっはり、折

角こうして公共下水道が整備されていく段階で、スローダウンしてい

くのはおかしいのではないかと。なかなか、今までよその地域へ行っ

て視察行った時でもなかなか現況として使える間は浄化槽も使ってい
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こうというところも結構あったんですけれども。やっぱりこの大和川

とかいう河川の浄化を奈良県としても進めていかなければいけないと

いうことからも、やっぱり、全国的にみてもワースト１、ワースト２

という状況からみても、斑鳩町としては、もっと、世界遺産、世界文

化遺産にも指定されている以上はですね、もっと、積極的にそういう

ふうな啓蒙していただいてですね、整備を促進してもらえるようにで

すね、努力していただきたいと、これは要望ですけれどお願いしてお

きます。 

 

 私の先ほどの質問は木田委員さんが言ってくれはったので、同じよ

うなことをしたい。先ほどの答弁のなかで集中浄化槽という、この話

が出ましたけれど、私の住んでいる所もそういうかたちになっていま

す。これに対する町としての対策ですね、ちょっと具体的にお聞きし

たいのですが。 

 

 集中浄化槽区域につきましては、わりと早いうちに、そのエリアの

自治会もしくはその地区の方に説明させていただいております。そし

て、全体がすべてが１００％公共下水道化ならないと接続できないと

いうことになりますので。勿論、極め細やかな説明もしくは各自治会

員につきましてですね、特別の役員さんをつくっていただいて代表の

方を選定していただいたなかで手順をおって、半年か１年かけて作業

を進めていただいて、全体で「よーい、どん」で接続していただいく

ような形で進めておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

 今の説明のなかで、役員さんがそういう形で自治会をまとめるとい

うなかで、町としても、非常に極め細やかなアドバイスをしていただ

けるということですね。 

 

 そういうことです。 
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 集中浄化槽はあとどれくらいの地域残っているのか。 

 

 現段階、整備が終わっている区域につきましては、供用は来年度と

なりますけれど、西の山住宅、夕陽ヶ丘住宅そして旭ヶ丘住宅が現段

階、事業区域内として残っております。それが今後供用されるだろう

と。あと整備が終わっておりますが、夕陽ヶ丘、西の山については整

備が終わっておりますが、今の龍田西汚水幹線が完成なってからの供

用となりますので、だいたい予定といたしましては１２月以後になる

かなと考えております。 

 旭ヶ丘地区につきましても、できるだけ早く進めていきたいと考え

ておりますのでよろしくお願いいたします。 

 

 ほかにございませんでしょうか。 木田委員。 

 

 昨日の委員会で、今現在接続しておられるというのですか、供用を

受けておられる件数は１４００件、なんかそういう風におっしゅって

たと思いますけれど。それによって業者の方がごみの収集の方へ移転

というか、町のほうも移管させてあげたいというようなことをおっし

ゃってましたけれど。これがスピードアップしなければですね、なか

なか巨費を投じてやったのに、なかなかそれを供用してもらえないと

いう状況になったら、段々とその工事も遅れていくように感じますけ

れども。一応、最終、私のとこら辺は、最初、平成３０年くらいと言

うてはったと思いますけれど。それは、変わらずにいけると受け取っ

ていいんですかね、計画的には。 

 

 今の都市計画決定区域ですね、整備が終わるのは、だいたい平成４

０年くらいを見込んでおります。そのなかで今後、順次拡大していき、

認可事業区域については拡大をしてまいりますけれども。基本的には、

現段階の区域の隣接を徐々に拡大していくというかたちでご理解して
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いただきたいと思います。できるだけ多くの接続業者を利用していた

だく方に整備をできるように努力していきたいと思いますので、考え

ておりますのでよろしくお願いいたします。 

 

 ４０年と言わはったけれどね、うちら辺には、そしたら４０年とい

う風にとったらいいのか。初め、平成３０年ぐらいやと聞いたと思う

ねけれども。既にそれで４０年になってますんか。幸前２丁目の方い

うたら。 

 

 現段階で具体的に何年ということは、お答えはできませんけれど。

当初の考え方には、まず平成３０年ですね、前後ということでご理解

いただければと思います。できるだけ早ければ早いにこしたことにな

りますけれども、目標ということでご理解いただきたいと思います。 

 

 先ほどの木田委員の質問で担当の部長の認識は、一部の議員の負担

金の廃止という運動の影響は無いという答弁されましたね。実際、私、

住民の方に負担金が無くなってから接続したいと思つてます、考えて

ます、業者が営業に行きますと負担金が無くなってから接続したいと

考えてますということから排水設備組合の陳情書が私は上がってきた

と認識しております。そこで、行政の認識としてね、接続件数の減に

影響が無かったというのは認識が少しおかしいのではないかなと思い

ますけれど。もう一度、そのへん、よろしくお願いします。 

 

 確かに、まったく無いということではございません。ただ、今議長

がおっしゃっていただきましたように、我々啓発に廻ったところで、

やはり、負担金の問題、料金の問題、いろいろとご質問されます。業

者につきましても、やはり、そういった質問はしていただいているな

かで、１００％そういう接続を回避しているか、その話がまとまって

から接続するということではなしに、僕の説明も悪かったのですけれ

ど、全く無いということでは無しに、ある程度の影響があるというこ
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とでご理解をお願いします。 

 

 部長、すいません。先ほど、平成１７年、平成１８年の件数実績報

告いただきましたけれども。そのうち集中浄化槽が対象となっていた

のは何件になるのでしょうか。 

 

 両方とも、だいたい２１０件から２５０件程度が集中浄化槽のエリ

アになっておりました。ただ、いっぺんに、「よーい、ドン」という

ことでは無しに、順次年次を追って接続していただいたところもござ

いますので、そのなかには、まだ、それ以上に件数はふくまっており

ませんけれども、なんぼかあるということでご理解いただきたいと思

います。 

 

 それともう一点。木田委員が工事計画についてご質問されていまし

たけれども。毎年毎年出来る所を早くやっていこうということで、予

定していたよりも早く進めていってもらえているのではないかと思い

ますが、その認識でよいのですか。 

 

 それで結構です。 

 

 

他にございませんでしょうか。 

 

（な  し） 

 

 それでは、これをもって質疑を終結いたします。 

 本件についても、報告を受け、一定の審査を行ったということで終

わっておきます。 

次に、④ 平成１９年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第

３号）についてを議題といたします。理事者の報告を求めます。 
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西川福祉課長。 

 

平成１９年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）につ

いて、ご説明させていただきます。 

資料６をご覧いただきたいと思います。 

既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ２５６万６千円を追加しまし

て、予算総額１４億４,９９７万４千円とするものでございます。 

その補正の主な内容ですが、２点ございます。まず、１点目は、介

護保険料の激変緩和措置を２０年度においても継続するためのシステ

ム改修の補正であります。この激変緩和措置につきましては、平成１

７年度の税制改正の影響により介護保険料が上昇する高齢者の方につ

いて、平成１８年度及び１９年度に講じた介護保険料の激変緩和措置

を行っております。平成２０年度においてもこの激変緩和措置を継続

できる政令改正が行われました。 

この政令改正では、２０年度でこの激変緩和措置を継続するか、継

続しないかについては、保険者である市町村の判断とされております

が、町としましては激変緩和措置を継続し、平成２０年度も保険料を

19年度と同額に据え置くいうもので、この激変緩和措置を実施するの

に必要なシステム改修の補正予算でございます。 

次に、２点目ですが、介護保険給付費準備基金積立金における利子

を積立てるための補正でございます。 

それでは、資料によりまして説明いたします。 

上段に歳入総括表、下段に歳出総括表となっております。まず、下

段の歳出補正予算からご説明いたします。 

総務費、一般管理費において、先程、説明しました激変緩和措置の

実施に必要となる介護保険システムの改修費２４６万８千円の増額補

正をお願いするものです。 

次に、基金積立金、介護保険給付費準備基金積立金において、その

利子９万８千円の増額補正をお願いするものでございます。 

次に、上段の歳入の補正予算についてのご説明をさせていただきま
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上水道課

長 

 

 

 

す。まず、国庫支出金、介護保険事業費補助金において、介護保険制

度の改正に伴います介護保険システムの改修事業に係る補助金としま

して５９万３千円の増額補正、また、財産収入、利子及び配当金にお

いて、介護保険準備基金の利子９万８千円の増額補正、また、繰入金、

その他一般会計繰入金におきまして１８７万５千円の増額補正をお願

いするものであります。 

この１８７万５千円につきましては、介護保険システムの改修費２

４６万８千円とこれに係ります国からの補助金５９万３千円との差額

を一般会計から繰入れるものでございます。 

以上、簡単ではございますが、平成１９年度斑鳩町介護保険事業特

別会計補正予算（第３号）についてのご説明とさせていただきます。 

 よろしくご審議のほうお願いいたします。 

 

 報告が終りましたので、質疑をお受けいたします。 

ございませんか。よろしいですか。 

 

（な  し） 

 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 本件については、報告を受け、一定の審査を行ったということで終

わっておきます。 

次に、⑤ 平成１９年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第２号）に

ついてを議題といたします。理事者の報告を求めます。 

植嶋上水道課長。 

 

それでは、３月議会に上程を予定いたしております平成１９年度斑

鳩町水道事業会補正予算（第２号）についてご説明を申し上げます。 

資料７をご覧いただきたいと思います。今回の補正につきましては、

早期の財政健全化を図ることを目的に、公営企業の健全化を条件に金

利にかかる負担の軽減を目的とした財政融資資金の繰上償還をできる
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企画財政

こととなりました。かねてより業務に応じた適正な人員配置に努める

とともに、定員管理を行い、コストの削減や必要最小限の設備投資に

心掛け、健全な水道経営に取り組むなど、水道事業の健全化を進めて

おります。今後も引き続き推進をしていことによりまして、繰上償還

の承認を得ることができたものでございます。今回の繰上償還の対象

は昭和５７年から５９年に第４次拡張分の事業として借り入れた年利

７．３パーセントと７．１パーセントの企業債の１億４，８１０万３

０００円を繰上償還するものでございます。 

その内訳でございますが、第１款資本的支出、第２項企業債償還金、

第１目企業債償還金で既決予定額１億１，９０９万７，０００円から

１億４，８１０万３，０００円を増額し２億６，７２０万円に増額補

正をお願いするものでございます。 

また、当初の償還期限まで償還を続けるより３，０００万円程度の

利息を軽減することになります。 

また今回の議案でございますが、誠に申し訳ございませんが、償還

金の償還期日が議会最終日の３月２５日となっております。議決後の

事務手続き上、議会初日にご審議を賜りたくお願いしたいと思います

のでよろしくご配慮いただきますようお願いいたします。 

以上、簡単ではございますが、平成１９年度１９年度斑鳩町水道事

業会補正予算（第２号）についてのご説明とさせていただきます。 

 

 報告が終りましたので、質疑をお受けいたします。 

 ただ今説明いただきましたように、これも初日に議決をお願いされ

るということです。これも踏まえてご質疑いただきたいと思います。 

 ございませんか。 

 すいません。これ財務省の関係の起債だと思うんですけども。これ

まで繰上償還等はできないとなっていた分について、今回できるよう

になった経緯も少しご説明いただけますか。 

 

 今回の繰上償還の措置なんですけれども、委員長おっしゃいました
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木田議員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ようにこれまで、財務省所管の部分につきましては、繰上償還は認め

られておりませんでした。今回の措置につきましては、国の方の地方

公共団体の財政状況の悪化を踏まえた中で、現在の低金利の時代を勘

案したなかで、総合的に判断されたもので、地方公共団体の財政健全

化に資するための措置として高金利の部分についての繰上償還が認め

られたものでございます。 

 

 ありがとうごさいます。 

その他質疑ないようでしたら、これをもって質疑を終結いたします。 

 本件については、報告を受け、一定の審査を行ったということで終

わっておきます。 

 次に、３．その他について、委員の皆さんから何かございましたら

お聞きしたいと思います。 木田委員。 

 

 今年度の当初予算の時にですね、ガソリンですか、石油の値上りに

よってですねね１，９００万ぐらい狂ってくるのと違うかというよう

なことを聞いたと思いますねんけども。現時点でですね、それに狂い

がないのかどうか。それと昨日なんかやったらアメリカやそこらでは

１００ドルを超えておるというような状況でですね、それと４月から

電気料金、ガス料金も値上りするという状況のなかでですね、新年度

予算も一応組んでおられると思いますねんけど、それの狂いがですね、

どの程度カバーしておられるのかですね、私らかて思ってたんではそ

こも１００ドルまではいかへんのとちがうか、まあこれは投機的な何

やからわからへんけども。一応は現在でも上がっておるような状況の

なかでどういう風な予算の組み方がね、しておられるのかですな。や

っぱり鉄鉱石にしても６５パーセントの値上りいうことはこれからや

はり水道工事するにしてもダクタイル鋳鉄管というような菅を使うと

なれば、やっぱりその材料にしても値上がっていくというふうに考え

られますんでね。いろんな面において予算を組まれる段階でですね、

また補正，補正でいったらそんでいいんちゃうか言われたらそれまで
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総務部長 

 

 

 

 

やけども。どうしても１９年度の予算でもそないして全体的な予算の

中では１，６００万か１，９００万はしれてるというふうに思われる

もかわかりませんけれども、こんだけいろんなものがまだ上がってき

たらですね、ちゃんとしたある程度の予算を組んでおかなければどう

してもそういう結果になっていくんではないんかなと、私自身はそう

いう風に心配しておるんですけども。その点のについては大丈夫なん

でしょうかね。 

 

 ガソリン等の値上げによりまして消費者物価も若干上昇をいたして

きております。そうした中で平成２０年度予算編成にあたりました。

特段はっきりと単価、現在ガソリン１５０円とかになっております。 

 また重油もあがってきておりますんで、それらにつきましては現状

把握を踏まえたなかで単価設定をいたしまして、各課共通で計上いた

しております。ただ資材等につきましても、経済状況を勘案し予算計

上するように町長の編成方針で示したところでございますので、それ

を踏まえて予算計上いたしておりますけども、余り過大な見積りもで

きませんので、そこらを踏まえた中で予算計上、現状を踏まえた中で

の予算計上ということでご理解いただきたいと思います。 

 ただ大幅な国家変動に対処は、当然なったときには、それはまた補

正予算をお願いする事もあろうかと思いますけども、そのような方針

で予算編成いたしております。 

 

 以前にお答えいただいた時は、１，９００万ていうある程度具体的

な数字をだしてもらったんですけど。それについては。 

 

 それについては、町全体で今現在の上昇率を示したものでございま

すんで。ただ、あの当時と今現在とまたガソリン単価も上がっており

ますんで。当然、光熱費も上がっておるということでご理解いただき

たいと思います。 
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他にございませんか。 池田総務部長。 

 

 今、木田委員さんのほうから予算、決算言われました。まず、予算

決算というよりも、まず当初予算、そして最終予算、それと決算とい

う三段階になってると思うんです。そうした中で毎年度歳入で大きく

増額をお願いしておる分につきましては、やはり繰越金であります。

繰越財源、例えば平成１７から１８でしたら当初予算では２億組んで

おりましたけども、やはり４億強の繰越も発生いたしておりますんで、

その分は歳入として増えております。それとあと地方譲与税、地方交

付金等についても、これは国の財政見通しに推移した形で計上いたし

ておりますんで、最終的には若干の増額となります。歳出で主なもの

につきましては、今回もありましたけども、制度改正がございます。

老健また介護保険等々におきまして、それらについての支出は当然伴

ってきます。あと退職者の特別負担金、これは当然当初予算に計上い

たしておりませんので、これらについては当然補正予算として上げさ

せていただいております。あと緊急のご要望とかまた工事、修繕等が

各施設あった場合に上げさせていただいておりますんで、それらにつ

いては補正予算としてあげさせていただいておるということでござい

ます。あと最終予算と最終決算についても、次に最終予算と最終決算、

これは当然違ってまいります。入札した場合の入札執行残もございま

す。消耗品を買う場合におきましても、見積もり合わせないしは入札

によって当然執行残はでてまいります。それについては、執行残につ

いては使わないでやはり残して、翌年度の繰越財源として充てていき

ましょうという町の方針であります。例えば、他の市町村では予算は

全部使い切らなあかんねとかいうことも言われておりますけども、本

町といたしましては、そうしたなかで残った分については、当然残し

ていって、他に使うたらあきませんよと、残してくださいよという方

針できておりますんで、どうしても繰越財源が増えてまいります。例

えば約８０億円の予算規模で仮に２パーの財源で出来ましたら１億６

０００万、３パーでしたら２億４，０００万となってまいりますんで。
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そういう事から、最終予算と決算で乖離がうまれておるということで

ご理解いただきたいと思います。 

 

 よろしいですか。 

それでは、その他についても以上で終わらせていただきます。 

 これをもって、本日の案件についてはすべて終了いたしました。 

 なお、本日の委員会報告のまとめについては、正副委員長にご一任

いただきたいと思いますが、ご異議ございませんでしょうか。 

 

 （ 異議なし ） 

 

 異議なしと認めます。 

 それでは、閉会にあたり、副町長の挨拶をお受けいたします。 

 芳村副町長。 

 

 （ 副町長挨拶 ） 

 

 これをもって予算常任委員会を閉会いたします。 

 どうもお疲れ様でした。 

               （ 午前１０時２７分 閉会 ） 

 

 

 


